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 粘菌の中で「変形体」という状態を形成する生物の

一群が「変形菌」と呼ばれている。単に「粘菌」とい

えば、普通は「変形菌」のことを意味することが多い

が、厳密には「粘菌＝変形菌」ではない。「変形体形

成粘菌」と呼ばれることもある。 

 

 変形菌は植物でも動物でも菌類でもない。変形菌の

最大の特徴である「変形体」は、まるで動物のように

自然の中を自由に移動する。写真は「ススホコリ」

Fuligo septic という変形菌の一種で、古い腐りかけ

た切り株の内部から「湧き出して」きたものだ。 

 

 変形菌は、餌（栄養物）を求めて、どんどん移動す

る。写真はススホコリの変形体がクルミの実を「襲っ

て」いる様子だ。その移動速度は１時間に１cm と速

い。肉眼で見ていても移動しているのはわからないが、

数時間後に観察するともうすっかり姿を消していて

驚かされることもある。 

 変形菌の魅力は、本来は動き回る変形体ではなく、

胞子をつくる「子実体」のほうにある。キノコ（真菌）

の子実体よりずっと小さいが、その形状や色彩は非常

に美しいものが多く、変形菌の子実体ばかりを集めた

写真集や図鑑も多い。しかし、私は変形体を使った実

験をしてみたいとずっと思っていた。 
変形体を使った実験によく使われるのは「モジホコ

リ」Physarum polycephalum という変形菌である。

研究者の間では「ＰＰ」と呼ばれている有名な種類だ。

最近その変形体を発見して、実験を開始できた。 

 
 これは実験開始直後の様子だ。シャーレに湿らせた

ろ紙を敷いて、そこに採集した変形体を置いただけだ。

数時間後、変形体は数ヵ所から「触手」のようなもの

を伸ばして移動を始めた。実は、これがモジホコリの

変形体かどうか、ちょっと自信がなかった。しかしそ

の後子実体が発生し、間違いなくモジホコリとわかっ

たのだ。 

 
 変形体は、栄養を求めて、道（管）を造りながら移

動する。どんなに大きく成長しても、細胞膜や細胞壁

のない「１匹の」単細胞生物というから驚きだ。 


